（様式１－２）　　（獣医療法第３条、第７条関係）
飼育動物診療施設開設届出書（往診のみ）
年　　月　　日　
　岐阜県知事　         殿
                                                 住　所
                                                 氏　名
往診のみによって飼育動物の診療の業務を開始したので獣医療法第７条第１項において準用する
同法第３条の規定により下記事項を届け出ます。
記
１　往診診療者等※１（開設者）の氏名及び住所並びに往診診療者等が獣医師である場合にあってはその旨
      氏　名（法人にあっては、名称）
      住　所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）※２
      往診診療者等が獣医師である ・ 獣医師ではない ・ 法人
２　診療施設の名称
３　往診診療者等の住所※２以外に往診の拠点となる事務所がある場合、その住所
４　往診診療の業務を開始した年月日
            年　　月　　日
５　調剤を行う施設等の構造設備がある場合、診療施設の構造設備の概要及び平面図
別　紙

６　診療用機器等の種類及び所有・借受けの別
（１）覚せい剤取締法第２条第５項に規定する覚せい剤原料
所有 ・ 借受け ・ 無

（２）麻薬及び向精神薬取締法第２条第１号に規定する麻薬及び同条第６号に規定する向精神薬








所有 ・ 借受け ・ 無

（３）エックス線装置（必要な事項を別紙で添付すること）
所有 ・ 借受け ・ 無
７　管理者の氏名及び住所（往診診療者等が獣医師であって診療用機器等を管理しているときはその旨）
      氏　名
      住　所
      開設者が獣医師であって診療用機器等を管理している ・ いない
８　診療の業務を行う獣医師の氏名
９　診療の業務の種類
　　　産業動物  ・  小動物  ・  その他（　　　　　　　　　　　　）
１０　往診診療者等が法人である場合にあっては、定款又は寄附行為
１１　参考添付書等
　（１）１、７、８に係る獣医師免許証の写し
　（２）５に係る診療施設付近の見取り図
　（３）６に係るエックス線装置等の概要（所有・借受けがある場合）

※１　往診のみによって飼育動物の診療の業務を自ら行う獣医師及び往診のみによって獣医師に飼育動物の診療業務を行わせるもの。
※２　往診診療者等については、その住所を診療施設と見なす。

